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建設水道常任委員会 

 

 平成２５年５月２１日午前９時００分から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎飯髙 昭二    ○辻  善次     中川 靖広 

     紀  良治     小野      木澤 正男 

中西 議長 

 

２．欠席委員 

木田 守彦 

 

３．理事者出席者 

    副 町 長  池田     総 務 部 長  乾  善亮 

都市建設部長         藤川 岳志    建 設 課 長  川端 伸和 

    同 課 長 補 佐         猪川 恭弘    同 課 長 補 佐         岡村 智生    

観光産業課長  清水 修一    同 課 長 補 佐         手塚  仁    

都市整備課長         井上 貴至    同 課 長 補 佐         関口  修    

上下水道部長         谷口 裕司    上水道課長補佐  上埜 幸弘    

下 水 道 課 長  上田 俊雄    同 課 長 補 佐         井戸西 豊 

 

４．会議の書記 

    議会事務局長         藤原 伸宏    同  係  長         大塚 美季 

 

５．審査事項 

    別紙の通り 
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開会（午前９時００分） 

署名委員 辻委員、中川委員 

 

おはようございます。木田委員のほうから欠席の連絡を受けておりま

す。あとは全員出席しておりますので、ただいまより、建設水道常任

委員会を開会いたします。 

会議に先立ちまして、最初の委員会ですので、各部長から異動のあっ

た係長以上の職員及び新規採用職員の紹介をお願いをいたします。 

藤川都市建設部長。 

 

（ 職員紹介 ） 

 

次に。 谷口上下水道部長 

 

（ 職員紹介 ） 

 

ただいま職員紹介いただきました。これから１年間、また更なる精進

をしていただきまして、よろしくお願いをいたします。 

それでは、委員会に出席される職員以外の方は、退室をしていただい

て結構です。ご苦労さまでございました。 

暫時休憩いたします。 

 

（ 午前９時 ４分 休憩 ） 

   （ 午前９時 ６分 再開 ） 

 

再開いたします。 

それでは、本日の会議を開きます。 

初めに、副町長の挨拶をお受けいたします。 池田副町長。 

 

   （ 副町長挨拶 ） 
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 今年度最初の委員会で、新体制となりましたので、また審議の進行と、

また理事者におきましては、的確な答弁をよろしくお願いしたいと思い

ます。 

それでは最初に、本委員会の会議録署名委員を私より指名いたします。

署名委員に、辻委員、中川委員のお二人を指名いたします。お二人には、

よろしくお願いをいたします。 

 本日予定しております審査案件は、お手元に配布しておりますとおり

であります。 

 初めに、１．継続審査、（１）都市基盤整備事業に関することについ

て、①公共下水道事業に関することについてを議題といたします。理事

者の報告を求めます。 上田下水道課長。 

 

 それでは、公共下水道事業に関することについてご報告させていただ

きます。 

資料１をご覧いただけますでしょうか。 

最初に、平成２５年度の下水道工事箇所図によりまして、下水道工事

進捗状況をご報告させていただきます。 

まず、町の主要な幹線工事でございます。 

平成２３年度から平成２５年度までの３か年継続事業として取り組ん

でおります岡本汚水幹線２工区工事、図中赤色路線では、シールド工法

により管渠築造を進めております。シールド掘進状況といたしまして、

発進基地である元フレンドリー跡地より発進し、歩道橋交差点を西方向

へ進め、町道２０１号線を南へ折れて、国道２５号線に入り、現在、中

宮寺バス停付近を掘進しているところでございます。 

次に、平成２４年度から平成２５年度までの２か年継続事業として取

り組んでおります目安汚水幹線２工区工事、図中水色路線では、服部２

丁目地内の最下流部分で既設マンホールからの路線の推進工事を進めて

いるところでございます。 

２路線とも平成２５年度末の完成に向けて順調に工事を進めていると
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ころでございます。 

次に、平成２５年度の面整備工事でございます。 

稲葉西１丁目・２丁目地内の５工区－１工事、図中黄色路線では、去

る５月１４日に指名競争入札を執行いたしております。本工事につきま

しては、予定価格が５，０００万円を超えることから、契約の締結につ

きまして本定例会へ議案として上程いたしております。 

詳細につきましては６月議会定例会予定議案においてご説明させてい

ただきます。 

続きまして、公共下水道接続申請状況でございます。 

２枚目をご覧ください。 

平成２５年３月３１日、平成２４年度末の状況でございます。 

平成２４年度には、２４８件の申請をいただき、申請総数が２，７１

５件、利用世帯総数が、３，０７８世帯となり、接続率は、６４．０％

でございます。 

次に、融資あっせん利用数につきましては、平成２４年度に７件の申

請を受け付け、総数は４１件となっております。 

また、浄化槽雨水貯留施設への転用申請は、３件を受け付け、申請総

数が３６件となっております。 

 今後も、公共下水道の整備拡大を図るとともに利用促進に努めてまい

りたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

以上で、公共下水道事業に関することについてのご報告とさせていた

だきます。 

 

 報告が終わりましたので、質疑をお受けいたします。ございませんで

しょうか。 

 

   （ な  し ） 

 

 ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

 本件については、報告を受け、一定の審査を行ったということで終わ
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っておきます。 

次に、②都市計画道路の整備促進に関することについて、理事者の報

告を求めます。 井上都市整備課長。 

 

それでは、②都市計画道路の整備促進に関することにつきまして、ご

報告をさせていただきます。 

まず、いかるがパークウェイについてでありますが、平成２５年度末

の稲葉車瀬区間の供用に向けての工事についてでありますが、昨年度の

工事に引き続き施工される予定で、奈良国道事務所では昨年末に入札を

執行されてきましたが、契約が不調となりまして、２月から一時工事が

休止の状態となっておりますが、５月中には施工業者が決定する予定と

聞いております。施工業者が決まりましたら、施工計画の準備作業が進

められ、関係自治会に対する説明会を経て、７月初旬には工事着手でき、

平成２６年３月末の供用予定で進められているというふうに聞いており

ます。また、奈良国道事務所では、この工事を実施しながら、岩瀬橋西

詰から三室交差点までの区間について事業を延伸して、計画的に事業を

進める方針と聞いておりまして、現在、用地取得に向けての調査業務等

の準備作業がなされているところでございます。 

町といたしましても、円滑に事業が推進されますよう、奈良国道事務

所と連携を密に図りながら地元調整等に努めてまいりたいと考えており

ます。 

このように事業推進を図られている中ではありますが、先般５月１６

日には奈良国道事務所長と県土マネジメント部長、奈良県土木部長です

けれども、に対しまして、町長から、更なる事業促進と予算確保につい

ての要望を行っていただきまして、要望書を提出させていただいたとこ

ろでございます。また、その際に、住民代表者で組織されておりますい

かるがパークウェイ推進協議会の要望書もあわせて提出させていただい

ております。引き続き、国土交通省近畿整備局、及び国土交通省本省に

対しましても事業促進と予算確保の要望活動を行ってまいる予定であり

ます。 
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木澤委員 

最後になりますが、先ほど副町長からもありましたけれども、ご承知

のとおり平成２５年度の国の予算が５月１５日に成立いたしまして、い

かるがパークウェイにかかる当初予算につきましては、１億４千万円が

確保されたということでございます。 

続きまして、法隆寺線整備事業でありますが、国道２５号取り付け部

分において残っております１件につきまして、３月２３日に地権者とマ

ンション管理会社担当者、町の三者により、今後の進め方等について協

議をさせていただいたところ、地権者の所有地の境界の確認と隣接の公

民館敷地の代替地の範囲の確認を行ったうえで、土地の境界の確定及び

代替地とする範囲の確定を進めていくことで、現地での立ち会いをお願

いし了解いただいておりました。 

その後、５月８日に地権者とマンション管理担当者に現地にお越しい

ただき、地権者の土地の境界及び代替地として提供を予定している範囲

や駐車場の配置イメージ及び事業地となる範囲の概要を現地にて説明

し、確認いただいたところであります。その際に、マンション管理会社

担当者から、マンション管理の立場から施設の配置計画を数案たたき台

として検討してみたいとの申し出がありまして、５月末を目途に町に提

案できるよう作業を進めるということで現地の立会いを終えておりま

す。 

今後でございますけども、地権者所有地の境界の確定と代替地駐車場

の範囲の確定を行うため、作業を進めるとともに、提出される施設の配

置計画案の内容を町としても検証いたしまして、案への対応について相

手方と協議を進めてまいりたいと考えております。 

以上、②都市計画道路の整備促進に関することについての説明とさせ

ていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑があればお受けいたします。 

木澤委員。 

 

 ちょっと確認したいんですけれども、もともと休止していた工事が５
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月には目処がついて７月から再開というふうに報告いただきまして、こ

れ、場所どこでしたっけ。 

 

 工事の場所のご質問でございますけれども、稲葉車瀬区間、ちょうど

モデル区間から西側のところで、まだ残っている工事がございます。そ

れと、いわゆる橋の工事でございますけども、橋の工事も一部構造がで

きておるんですけども、橋の取り付けと、要は、完成しております工事

と、橋の両、左岸、右岸の両側の工事を施工して、岩瀬橋の西側へつな

いでいくということでございます。 

 

 出水期にかかると思うんですけども、そこは別に関係ないところなん

ですか、工事できるという。 

 

 今、奈良国道事務所のほうで施工計画等立てられておりまして、一応

そういった出水期の関係も整理しながら、３月末の供用について工事を

実施されているということでございます。 

 

 他にございませんでしょうか。 中川委員。 

 

 岩瀬橋西詰から三室の交差点にかけての、交渉に向けての調査中とい

うような説明がありましたが、その中で協力するという人についての優

先順位みたいなものあるのかな。逆に言うたら、あれだけの数のあると

ころで、どういうふうに交渉に入っていくのか教えていただきたいです。 

 

岩瀬橋西詰から三室交差点までの交渉の優先順位ということで、どの

ように入っていくのかというようなご質問なんですけれども、一応、奈

良国道とも調整をさせていただいておるんですけども、昨年の１１月か

ら各地権者、事業地の範囲に入る地権者の方を回らせていただいておる

ところなんですけれども、その中で高齢化をされている方とか、あるい

は建物が古くなっており事業を早く進めてほしいというようなご要望も
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委員長 

ございまして、その辺につきましては、そういったご要望にもお応えい

ただきながら、その辺の優先順位を奈良国道とも調整しながら進めてい

きたいというふうには考えているところでございます。 

 

特に事情があって協力をさせていただきたいと、早く交渉についてほ

しいというご要望があれば、それに乗っていただけるということで、認

識しておいていいのかな。 

 

それぞれの地権者におきましては、当然いろんなご事情があってです

ね、早期に対応していただきたいというようなこともあろうかと思いま

す。そういったところにつきましては、予算的にそういった方をすべて

できるかどうかは、今年度対応できるかというところもございますけれ

ども、その辺につきましてはやっぱり、先ほど申しあげましたように、

奈良国道と調整してそういった優先的に早くやってほしいという方がお

られるというとこら辺のところにつきまして、調整をさせていただきた

いというふうに考えております。 

 

国の直轄事業ですけど、住民の方が早く進めていただきたいという要

望を出していただくというか、話してもらうのは、もう都市整備課へ来

てもらったらいいのかな。 

 

 今の要望を出してもらったらというところなんですけども、当然我々

も前回、回っている中で聞いておる話もございますし、当然そういった

ところで、今後こっちのほうへ、計画的に進めていくという奈良国道の

ほうも方針を立てられてますんで、そういったところについては、もし

早急にというお話があればですね、我々が聞いて、奈良国道との調整の

中で、どう対応できるかというところは検討をしてまいりたいと考えて

おります。 

 

他にございませんでしょうか。 
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（ な  し ） 

 

本件については、一定の審査を行ったということで終わっておきます。 

次に、③ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することについて、理事者の

報告を求めます。 井上都市整備課長。 

 

それでは、③ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することについて報告さ

せていただきます。駅北口の南北の町道３１２号線、５号線と呼んでお

りますけども、その整備の関係でございますが、以前より路線東側に残

っております１件につきまして、課題となっております隣接地との敷地

整理の進捗についての状況把握のため、この４月１１日に地権者を訪問

いたしまして、状況を確認したところでございます。一定の話合いがま

とまっているということを確認いたしております。今後の見通しという

ことに対しまして、地権者からは、６月末を期限として隣接地の建築物

を除却されるということになっているとのことであり、建築物が除却さ

れたあと、敷地の境界も互いに確認できた時点において、駅前の道路整

備についても交渉を進めていただけるとの意向を確認いたしたところで

ございます。 

以上、③ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業に関することについての報告とさ

せていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑等あればお受けをいたします。 

木澤委員。 

 

そのように東側の歩道整備についても、話が進んできているというこ

とですけども、今年度予算化されてませんけど、西側のほうの整備につ

いては、今後、計画的にはどんな形で思ってはるんですか。 

 

今、委員おっしゃっていただいてますこの路線については、西側のほ
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うも整備するというところで計画を立てておるところでございますけれ

ども、以前にまず東側の地権者の方とお話をさせていただいて、まず東

側の整備をしていきたいということを考えておるということで、西側の

地権者の方皆さんにお集まりいただいてですね、我々のほうからもそう

いう提案をさせていただき、また地権者の方からも先そっちのほう進め

たらどうかという話もありまして、東側に今集中的に取り組んできてい

るところでございまして、西側の対応につきましては、そういった全体

の方に集まっていただいているという経緯もございますんで、改めてそ

ういった方々にお集まりいただいて、工事を進めるについては調整を進

めていきたいというふうには考えております。 

 

町として考え方持っておられると、今のお聞きしてもわかりますけど、

時々やっぱり西側の地権者の方から、どうなるのっていうのは聞きます

んでね、経過報告なりは時々できたらしてあげるようにしてください。 

 

他にございませんでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

本件についても、一定の審査を行ったということで終わっておきます。 

次に、２．６月定例会提出予定議案について、あらかじめ説明を受け

ることにいたします。 

（１）平成２５年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結に

ついて、理事者の説明を求めます。 上田下水道課長。 

 

それでは、平成２５年度 斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の

締結についてご説明させていただきます。 

本議案につきましては、地方自治法第９６条第１項第５号の規定によ

り、予定価格が５，０００万円を超えることから工事の請負契約につい

て議会の議決を求めるものでございます。 
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それでは、資料２をご覧ください。 

契約対象となる工事名は、斑鳩町公共下水道事業第１１処理分区５工

区－１工事でございます。 

まず、工事概要を説明させていただきます。資料の裏面をご覧くださ

い。工事場所は、稲葉西１丁目、稲葉西２丁目地内でございます。次に

資料の２枚目をご覧ください。施工を予定している路線は、位置図のと

おり、竜田川岩瀬橋西詰の既設マンホール、図中黒丸でございますが、

最下流といたしまして、町道５０２号線内を西方向へ延長２９８．５ｍ、

また、町道５１６号線、紅葉ヶ丘自治会へ入る南北道路へ、南方向へ４

７．８ｍの路線でございます。 

工事延長といたしまして、総施工延長は３４６．３ｍ、各スパンを推

進工法により管渠の築造を進め、直径４００ｍｍから２００ｍｍのコン

クリート管及び塩化ビニル管で施工を予定いたしております。また、推

進機械の発進及び到達の立坑工といたしまして４箇所、薬液注入による

地盤改良として補助工５箇所、マンホール施設として人孔工４箇所、舗

装復旧等の付帯工１式でございます。 

資料１枚目に戻っていただきまして、次に、２．契約方法につきまし

ては、指名競争入札でございます。入札につきましては、去る５月１４

日に執行いたしております。 

その結果、３．契約金額、９，７８６万円でございます。落札率は９

２．５％、４．契約の相手方、所在地、奈良県生駒郡斑鳩町稲葉車瀬２

丁目６番８号、会社名、株式会社二隆建設、代表者、代表取締役喜多信

彦、５．工期、議会議決後２６５日間、平成２５年６月２０日から平成

２６年３月１１日までを予定いたしております。 

なお、岩瀬橋付近の工事区間では、都市計画道路いかるがパークウェ

イの橋梁工事及び取り合い道路の工事と調整を図りながら進めますこと

から、奈良国道工事事務所とも事前協議を行っており、国道工事の進捗

及び学童の通学路の迂回等、調整を図りながら安全に工事を進めてまい

りたいと考えております。 

現在の都市計画道路いかるがパークウェイの道路計画線形において、
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委員長 

 

 

中川委員 

 

 

 

 

下水道課

長 

 

 

 

 

 

中川委員 

 

 

下水道課

長 

 

委員長 

 

小野委員 

今回築造予定の下水道施設は、道路本線を外した歩道もしくは側道部に

マンホールを設置する計画でございます。 

以上で、６月議会定例会に議案として提出を予定いたしております平

成２５年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結についての説

明とさせていただきます。以上です。 

 

説明が終わりましたので、質疑等あればお受けをいたします。 

中川委員。 

 

 今、歩道、側道にマンホールを入れる予定やっていう話やってんけど、

パークウェイができたときに、その歩道や側道に入っているマンホール

は高さはもういらわんで、そのままで、きっちりレベルで合うというこ

とで認識しといたらええのかな。 

 

 一部、岩瀬橋付近につきましては、国道の工事と調整いたしますので、

現道よりも高くなるということで工事中に調整を図ってまいりたいと考

えております。また、それよりも西側につきましては、現道を利用され

るので、現道に合わせた形でマンホールを設置いたしますが、今後、国

道の工事の具合によりまして、また調整が必要となってくるというよう

なことは考えているところでございます。 

 

 この舗装の復旧についてはどうなんやろ、もう全面復旧するのかな、

とりあえず。 

 

 今回は推進工事でございますので、立杭部については、影響範囲を舗

装、本復旧を考えております。 

 

 他にございますか。 小野委員。 

 

 国道工事が進んできたときにね、マンホールかさ上げするとか、調整
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小野委員 

 

 

 

 

 

 

下水道課

長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

木澤委員 

 

 

 

 

下水道課

長 

 

 

する、その経費はどこから出してくるんですか。 

 

 マンホールの調整につきましては、町において施工する、工事の期間

内ですので、町において工事を施工する予定でございます。 

 

 いやいや、ちょうど同じようなときに国道工事が進んできたらいいけ

どね、まずこの設計に基づいて人孔の高さ決まっとるわね。だけど工事

が進んでくる中で、どうしても調整せんなん箇所が出てきたときは、そ

れは、国道のほうで持つのか、やはり町のほうで持つのか。町のほうと

いうか下水のほうで持つということやけどね。その点は、そういうこと

はもう起きないと思っているのか、どっちなん。 

 

 今回の路線におきまして、黒丸の既設の部分につきましては、国道の

用地部分に占用申請をいただいて、占用申請の中で条件として現状、管

理者が指示を行った場合は、それに伴って調整をしなければならないと

いうような条件がつけられておりますので、その中で高低差、もしくは

高さが変わった場合は、占用者である下水道管理者のほうで工事を行う

ということで考えているところでございます。 

 

 他にございませんでしょうか。 木澤委員。 

 

 これ、紅葉ヶ丘の地域のところやと思うんですけど、もともと集中浄

化槽でしてはって、よそでも集中浄化槽がもともとあったところは、そ

の管そのまま使わせてもらって接続するというような方式でやってきて

はりますけど、ここはどういうふうなんですかね。 

 

 稲葉西２丁目の面整備につきましては、現在測量設計を実施して検討

をいたしているところでございます。その中で既設の管渠につきまして

も、一定の調査を行っているところでございますが、この管渠につきま

しては、年数がかなり経っているということと、管理の状況がちょっと、



 - 14 - 

 

 

 

 

木澤委員 

 

 

 

 

 

 

下水道課

長 

 

 

 

 

委員長 
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下水道課

長 

 

 

 

これから使っていくうえでよくないという判断させていただいておりま

して、新設において工事を実施する、現在、計画をいたしておるところ

でございます。 

 

 どこまでどういうふうな管がきているのかちょっとわからないんです

けど、直接下水道のことじゃないんですけども、道路の舗装があそこか

なりばりばりに割れてきてまして、管の埋め替えをするのに舗装される

ということであれば、あわせてそういうところもできたらと、費用のか

からないように、一緒にあわせてしていってもらえればと思いましたの

で、そのこともお願いしておきます。 

 

 下水道工事におきましては、開削工事を進めていく予定をいたしてお

りますので、一部防火水槽のところは推進工事を予定いたしております

が、ほぼ開削工事を予定いたしておりますので、全面復旧は道路管理者

の指示により、全面復旧で進めていきたいと考えているところでござい

ます。 

 

 他にございませんでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

次に、（２）平成２４度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について

（公共下水道事業特別会計）について、理事者の説明を求めます。 

上田下水道課長。 

 

平成２４年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（公共下水

道事業特別会計）のご説明をさせていただきます。 

 この報告につきましては、３月議会定例会におきまして、繰越明許の

お願いをいたしました県の流域下水道整備事業において、流域下水道セ

ンター内の設備機器更新工事を平成２４年度の補正予算により取り組み
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部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

繰越されましたことから、市町村におきましても、その財源となる市町

村負担金の繰越をお願いしたもので、その繰越明許費繰越計算書のご報

告をさせていただくものでございます。 

 それでは、お手元資料３をご覧ください。 

第２款流域下水道費、第１項流域下水道費、事業名流域下水道整備促

進事業 金額１１３万５千円、翌年度繰越額１１３万５千円、財源内訳

といたしまして、既収入特定財源１３万５千円、地方債１００万円でご

ざいます。 

 以上、６月議会定例会において、報告を予定しております平成２４年

度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（公共下水道事業特別会

計）のご説明とさせていただきます。よろしく、お願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、質疑等あればお受けをいたします。 

 

（ な  し ） 

 

次に、（３）斑鳩町水道事業給水条例の一部を改正する条例について、

理事者の説明を求めます。 谷口上下水道部長。 

    

それでは、６月議会定例会に上程させていただきまして、議会の議決

をお願いいたします予定でございます斑鳩町水道事業給水条例の一部を

改正する条例につきまして、ご説明を申しあげます。 

この案件につきましては、奈良県営水道の給水料金の減額改定に伴い

まして、県営水道料金が平成２５年４月から値下げされたことによりま

して、その値下げ分を使用者の皆様に還元するために、平成２５年１０

月分の水道料金からすべての口径を対象に使用料金を１㎥当たり一律１

０円値下げとなる改定を行うものでございます。 

恐れ入ります、お手元資料の４をご覧いただけますでしょうか。 

現行料金と改定料金（案）の対照表でございます。それぞれの口径に

おけます基本料金はそのままで、各口径におきまして１３ｍｍ及び２０
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ｍｍで１～８立方メートルが現行１１５円を１０５円に、９～３０㎥が

現行１８０円を１７０円に、３１～５０㎥が現行２４５円を２３５円に、

そして５１㎥以上が３３０円を３２０円に、以下２５ｍｍ以降それぞれ

の範囲におきまして、すべて１㎥当たり１０円引き下げる案でございま

す。お示しの数値はすべて税抜きになっております。 

次のページをお願いいたします。水需要実績及び計画表でございます。 

上段の表は改定を見込んだ表でございます。また、下段は現行料金で算

定した表でございます。 

各表には、年間給水量、県水年間受水量、年間有収水量、県水単価、

当期純利益、内部留保資金及び口径２０ｍｍにおけます２０㎥使用時の

月当たりの水道料金を参考にお示しさせていただいております。 

まず、上段の表、改定料金におけます平成２５年度以降の推計をご覧

いただけますでしょうか。 

平成２５年度におきましては、年間給水量を３０９万４，７３７㎥、

県水年間受水量を２０４万㎥、年間有収水量を２９４万㎥、県水単価は

１３０円、当期純利益を１，３７１万７千円、内部留保資金を２億６，

８４０万６千円を見込んでおります。 

また、参考といたしまして口径２０ｍｍで２０㎥を使用いたした場合、

税込みで３，９１６円となりますことをお示しさせていただいておりま

す。 

また、下段の表、現行料金では、当期純利益といたしまして２，７０

０万９千円、内部留保資金といたしまして２億８，１６９万８千円を見

込んでおり、口径２０ｍｍで２０㎥を使用した場合、税込みで４，１２

６円となりますことをお示しさせていただいております。 

なお、改定料金と現行料金とを比較いたしますと、当期純利益並びに

内部留保資金それぞれ約１，３３０万円減になると考えております。 

また、口径２０ｍｍで月当たり２０㎥ご利用いただきますと月当たり

税込みで２１０円減となるものでございます。 

平成２６年度以降、それぞれの項目におきまして、減少していく傾向

と予測しており、平成３２年度におきましては、年間給水量を２９４万
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委員長 

 

 

７，３６８㎥、県水年間受水量を１９７万㎥、年間有収水量を２８０万

㎥、県水単価は１３０円、当期純利益を１４７万８千円、内部留保資金

を３億１，５７２万６千円見込んでおります。 

また、下段の表、現行料金では、当期純利益といたしまして２，７３

２万２千円、内部留保資金といたしまして４億８，６２２万円となり、

改定料金と現行料金とを比較いたしますと、当期純利益で約２，５８４

万円減、内部留保資金で約１億７，０５０万円減になると見込んでおり

ます。 

なお、この表の数値につきましてもすべて税抜きでございます。 

お示しさせていただいておりますとおり、年々、給水量が減少してい

く予測をしておりまして、同様に純利益におきましても減少してまいる

予測をしております。 

一方、内部留保資金につきましては、平成２７年度以降は、大規模な

施設の改修もほぼ一段落し、安定していくだろうと予測をいたしており

ます。 

なお、今後の予定でございますが、６月議会に上程させていただきま

して、議決をいただきましたら、１０月検針から施行を考えており、施

行まで間、住民に周知を図るとともに料金システムの改良も並行して進

めてまいりたいと考えております。 

 以上、６月議会定例会に上程し、議会の議決をお願いする予定であり

ます、斑鳩町水道事業給水条例の一部を改正する条例について、水道料

金の改定のご説明とさせていただきます。 

今後におきましても、引き続き経費の抑制やコストの縮減など効率的

な業務執行に努め、水道事業の健全な経営を確保し、この新料金体系を

維持してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願い申しあげま

す。以上です。 

 

説明が終わりましたので、質疑等あればお受けをいたします。 

中川委員。 
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部長 

 

 

 だいたい一般家庭で２０ｍｍが一番多いのかなと思うねんけど、平均

の家庭で１か月あたりどれぐらいの値下げになるのやろ。 

 

 だいたい、現家庭では２２㎥が、平成２４年度決算の数値としてあげ

られておりますけども、その分で換算しますと、だいたい立米あたり１

０円の値下げと、単純に従量計算になりますので、それに比例した金額

の値下げになるとご理解いただきたいと思います。 

 だいたい、２００円、例としてあげさせていただいております２０㎥

ご利用いただきますと、税抜きで２００円、そして２２㎥、平均になり

ますと、それの１０円で２２０円という形で下がってます。 

 

   （「これ、年間。」と呼ぶ者あり） 

 

月当たりでございます。月当たり平均の単価でご説明をさせていただ

いております。 

  

 他にございませんでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

以上、６月定例会の提出予定議案については、あらかじめ説明を受け

たということで終わります。 

次に、３．各課報告事項についてを議題といたします。 

（１）平成２４年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般

会計）について、理事者の報告を求めます。 藤川都市建設部長。 

 

 それでは、（１）平成２４年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告に

つきまして、一般会計についてご報告をさせていただきます。 

平成２５年３月議会におきまして、繰越明許費の議決をいただきまし

た歳出予算のうち、平成２４年度内で執行できなかった経費につきまし
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て、平成２５年度に繰り越しをさせていただきましたことから、地方自

治法施行令第１４６条第２項の規定によりまして、その報告を行うもの

でございます。 

 それでは、お手元の資料５をご覧いただきたいと思います。 

この資料は、一般会計全般の繰越内容を記載しておりますので、その

うち、都市建設部が所管いたします事項につきまして、報告をさせてい

ただきます。 

はじめに、第５款農林水産業費、第１項農業費で、事業名震災対策農

業水利施設整備事業では、１９２万円の繰り越しをさせていただいてお

ります。財源の内訳は、すべて国県支出金となっております。 

内容につきましては、国の第１号補正予算を活用いたしまして、町内

のため池の耐震性に関して緊急一斉点検を実施することで、３月議会に

おきまして新たに増額補正をさせていただいたものでございまして、今

年度において執行することとして繰越しをさせていただいております。 

次に、第６款商工費、第１項商工費で、事業名観光会館耐震診断事業

では、２００万円の繰り越しをさせていただいております。財源は、国

県支出金で１６万円、一般財源で１８４万円となっています。 

この事業は国の第１号補正予算を活用いたしまして、社会資本整備総

合交付金事業で観光会館の耐震診断を実施するものでございまして、３

月議会において新たに増額補正をさせていただき、今年度において執行

することとして繰り越しをさせていただいたものでございます。 

次に、第７款土木費でございます。第２項道路橋りょう費で、道路環

境整備事業では、１，２８０万円の繰越をさせていただいております。

財源は国県支出金で７０４万円、一般財源で５７６万円となっています。 

内容といたしましては、国の第１号補正予算を活用いたしまして、社

会資本整備総合交付金で道路維持のための道路路面性状調査、道路防災

点検といたしまして道路構造物の点検、さらに舗装の補修を実施するも

のでありまして、３月議会において増額補正をお願いいたしまして、今

年度に執行することとして繰り越しをさせていただいたものでございま

す。 
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また、道路新設改良事業では、３，７９０万円の繰り越しをさせてい

ただいております。財源は、国県支出金で７０８万円、地方債で２，７

４０万円、一般財源で３４２万円となっています。 

内容といたしましては、１２月議会におきまして増額補正をさせてい

ただき、繰越明許費のお願いをしておりました、最終処分場前の町道１

５７号線道路改良事業および、３月議会におきまして増額補正をお願い

しておりました、社会資本整備総合交付金事業で法隆寺周辺地区都市再

生整備計画事業として国道２５号旧フレンドリー前交差点から西へ伸び

ます町道２１５号線の歩道設置事業と、また、中宮寺交差点におけます

町道２０４号線ポケットパーク整備事業につきまして、今年度に繰越し

て執行させていただくものでございます。なお、最終処分場の町道１５

７号線改良工事につきましては、先週の５月１７日に完了しているとこ

ろでございます。 

次に、第７款土木費のうち、第４項都市計画費、事業名ＪＲ法隆寺駅

周辺整備事業でございます。９４１万４千円の繰り越しをさせていただ

いております。財源の内訳は、国県支出金で５１７万７千円、地方債で

２９０万円、一般財源で１３３万７千円でございます。内容といたしま

しては、法隆寺駅北口５号線、町道３１２号線の用地取得につきまして、

今年度に繰り越して執行することとさせていただいたものでございま

す。 

 以上、６月定例会において報告の予定をさせていただいております、

平成２４年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）

についての説明とさせていただきます。よろしくお願い申しあげます。 

 

報告が終わりましたので、質疑等があればお受けをいたします。 

 

（ な  し ） 

 

次に、（２）平成２４年度斑鳩町継続費繰越計算書の報告について（一

般会計）について、理事者の報告を求めます。 藤川都市建設部長。 
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それでは、（２）平成２４年度斑鳩町継続費繰越計算書の報告につい

て（一般会計）について説明をさせていただきます。 

お手元の資料６をご覧いただきたいと思います。 

このうち、都市建設部が所管いたしますものについて説明をさせてい

ただきます。継続費の平成２４年度にかかる歳出予算の経費の金額のう

ち、逓次繰越をいたしました金額につきまして、地方自治法施行令第１

４５条第１項の規定に基づきまして議会に報告をさせていただくもので

ございます。 

第７款土木費、第２項道路橋りょう費、事業名道路新設改良事業（町

道４３７号線（大和川堤防線））でございます。 

平成２４年度から２か年の継続事業として取り組んでまいっておりま

す本事業は、地元や関係機関との調整に時間を要したことから、工事に

係る予算の内、１，８６０万円を２５年度に逓次繰越をさせていただく

ものであります。 

財源としては、繰越金といたしまして一般財源で１９０万円、地方債

で１，６７０万円となっています。 

以上で、６月議会定例会におきまして、報告をさせていただく予定を

しております、平成２５年度斑鳩町継続費繰越計算書の報告について（一

般会計）についての説明とさせていただきます。 

 よろしくお願い申しあげます。 

 

報告が終わりましたので、質疑等があればお受けをいたします。 

小野委員。 

 

 ここで質問するのどうかなと思うねんけど、町道４３７号線でＪＲの

踏切あんねん。以前、町長ともここでいろいろ話したけど、それ以後何

か動きっていうのか、話は持って入っているのかどうか。あの時の町長

の答弁では、もうまったくだめやねんというような、そんな認識でもの

を言っておられたように私は思うんですがね。それではやっぱり、行政
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をやっていく中で、話を持って入るということは必要じゃないんかなと、

私は思っているんです。それらについては、ＪＲとあのままでいいとは

誰も思ってない。思っているのはＪＲだけかもわからんけども、ＪＲも

やはり踏切事故がああいう状態やったら起きやすいんでね。ある人は、

ある議員は、あのほうが事故起こらへんからＪＲはそれでええんやと、

ばかげたようなものを後で私に言っている議員もおったんやけどね。や

はり、あそこを広げるということはぜひとも必要だと思います。何か交

渉しておられるんですかね。副町長どうなんですかね。 

 

 池田副町長。 

 

 前、ご質問いただいた以降、ＪＲと直接、これに関して交渉はござい

ません。といいますのは、この前町長も答弁させていただいております。

以前あの拡幅について話をした経緯もございます。以前の経緯もござい

ます。そうした中で、今現在拡幅、こっちの堤防の拡幅を進めていって

おりますけども、今現在ではまだこっち、行き詰まり、新御幸橋のとこ、

御幸橋のとこまだ拡幅になってませんので、そこから向こうの目安の堤

防沿いがなってませんので、やはりそれと並行していくべきかなとは考

えております。必要なのは、やっぱり町長も必要やと考えておられるん

です。考えておられるから、以前にも要望されたと思うんです。その時

にやっぱりＪＲの言い分は、やはり相当強行に来られておりますので、

これはもう斑鳩町だけでなくて、よその町村でもあります。ただ、あれ

が全線拡幅になったときには、やはり質問者が言っておられるように、

相当な車の交通量になってこようかと思っておりますんで、やはりその

時期がきたらＪＲのほうに今の状況と考え方、変わっているか変わって

いないか、ＪＲの考え方としては変わっているか、変わっていないか、

その意向調査にはやはり行くべきだと考えております。 

 

 副町長ね、新御幸橋いうんですかね、そこまで大和高田線に接続なっ

た時点で、４３７号線、これから目安地区に入っていったら、ちょっと
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やっぱりだんだんだんだん拡幅はしにくくなってくる。神社もあること

やしね。だから、それらをもう先にせないかんからというのと、それか

ら供用開始しているんですよ、それまでに、今の目安の、今できあがっ

ているところまではね。だからね、その中で、まあ言ったら私の血管と

一緒や、狭窄しているとこがあるんですよ。もともとはそんでよかった

けどね。道路としての機能ではやはり狭くなっている。しかも一番危険

なとこなんですよ。そんなんね、なんでＪＲがどういう強硬な話をしと

るとか、そういうのではなくてね。あの時も私はだいぶ言いましたよ、

きついことも言うたけど、ＪＲに何を遠慮してるんやということでね。

皆のためですやんか。道を広げる、４３７号線を、今までのような狭い

ところやったら事故が起こりやすいから、広げてる、皆さんに協力して

もらって広げてる、金もかけてやってると。その中でまだ危険なとこが、

積み残しになっとるんですよ。それを交渉をそれでストップしていると

いうことは、もうＪＲとしてはもうええねんということを思とる。だか

ら並行して話をしとかなあかんということやからね。そんな考え方でや

ってもうて、なんやつらいとこはもうほっとくねんというようなんでは

ね、事業をやっていくという、もともとの住民ために道路を広げていく

というような、そういう考え方が私は乏しいと思います。今日は町長い

てないから、そんなえろう揉めることもないやろうけどね。そやから、

やっぱりちょっと今４３７号線のこれでってなってきたから、ふっと思

い出したんでね。やっぱり継続して話はしておくべきやと思います。何

事でもそうやと思いますよ。やっぱり途中で中断してあったら、もう相

手方もそれでいいのかなと。だから前にどんな話をされたんか知らんけ

どね、ＪＲとしての言い分がもう通ったるねん、なにもする必要ないん

やと、向こうから言うてきませんよ。だからこっちからはしつこく言う

ていかないかんと思います。そのことだけは言うておきます。結構です。 

 

 他にないでしょうか。 

 

（ な  し ） 
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次に、（３）平成２４年度斑鳩町水道事業会計未処分利益剰余金の処

分について、理事者の報告を求めます。 谷口上下水道部長。 

 

それでは、６月議会定例会に上程し、議会の議決をお願いする予定で

あります、平成２４年度斑鳩町水道事業会計未処分利益剰余金の処分に

ついてのご説明をさせていただきます。 

この件につきましては、平成２３年５月に交付されました、地域の自

主性及び自立性を高める改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律（第一次一括法）によりまして、地方公営企業法の一部改正によ

り、法定積立金（減債積立金、利益積立金）の積み立ての義務が廃止さ

れまして、条例の定めるところにより、または議会の議決を経て利益及

び資本剰余金を処分できることとすること、そして経営判断により資本

金の額を減少させることができることとするなど、事業体の裁量に委ね

られたもので、それによりまして、柔軟な発想に基づき経営の自由度を

高めるなどの観点から将来におよんで適切な経営を進めてまいるために

も、昨年度より、議会の議決をお願いし、進めさせていただいているも

のでございます。 

それでは、平成２４年度斑鳩町水道事業剰余金処分計算書（案）に沿

いましてご説明をさせていただきます。 

お手元資料の７をお願いいたします。当年度末、未処分利益剰余金５,

１７５万７,８４８円のうち減債積立金として３００万円、利益積立金と

して３００万円、建設改良積立金として３,０００万円の合計３,６００

万円を積み立て、残余１,５７５万７,８４８円を繰り越す案につきまし

て議会の議決をお願いするものでございます。 

 以上が、６月議会定例会に上程し、議会の議決をお願いする予定でご

ざいます、平成２４年度斑鳩町水道事業会計未処分利益剰余金の処分に

ついてのご説明とさせていただきます。 

 よろしくお願い申しあげます。以上です。 
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報告が終わりましたので、質疑等があればお受けいたします。 

 

   （ な  し ） 

 

ないようですので、次に、（４）一般国道２５号斑鳩町歩道設置事業

について、理事者の説明を求めます。 井上都市整備課長。 

 

それでは、（４）一般国道２５号斑鳩町歩道設置事業に関することつ

いて説明をさせていただきます。 

まず、龍田地区の龍田大橋前後の歩道設置事業につきましては、奈良

国道事務所において継続的に用地交渉が進められており、ご理解をいた

だきましたところから契約を締結をさせていただき、順調に用地取得が

進捗しております。これまで、土地所有者１２件と借地権者８件との契

約を締結いただいたところであります。現在までに支障となる物件の取

壊し等の状況についてでございますけども、建物の取り壊しが８件、工

作物等の撤去が６件ということで完了いたしております。 

また、５月７日から通学路となっております龍田大橋東詰において、

連続して用地の協力をいただきました約７０ｍの区間のところにつきま

して、歩行者等が安全に通行いただけるように、暫定的ではありますが

歩道整備工事が実施されてきておりまして、現在、仮舗装も終わってお

り、近々、ご利用いただける見込みとなっております。 

次に、法隆寺地区の町営法隆寺観光自動車駐車場から法隆寺東交差点

までの間の歩道設置につきましては、国道北側で事業協力に難色を示さ

れている方が１件ございますが、奈良国道事務所におきましては、この

ような状況の中ではありますが、用地取得に向けた測量調査の実施可能

なところについて調査を進める準備が行われているところでございま

す。 

次に、平成２５年度の当初予算の関係についてでございますが、龍田

地区におきましては、1億９，２００万円ということで、この中味といた

しましては用地補償費、工事費でございます。法隆寺地区におきまして
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は７，５００万円これは用地補償費、測量調査費、工事費の予算が確保

されております。 

以上簡単ではございますが、一般国道２５号斑鳩町歩道設置事業関係

についての報告とさせていただきます。 

 

報告が終わりましたので、質疑等あればお受けをいたします。 

中川委員。 

 

 今、課長説明していただいた、法隆寺地域の方々にスケジュール表を

渡してもうたと思いますねんやんか、それ課長、今お持ちですか。 

 

 今、ちょっと手元に持っておりません。 

 

 かなり、去年に見せていただいた中でもね、かなりずれ込んでると思

うんですよ。今の２５年のこの５月時点でね、本当でいえば、スケジュ

ールどおりいけば、どの辺なったるんかなと、どんだけずれてんのかな

ということを、今、課長にも認識してほしかったために、今あるかなと

いうことをお聞きしたんですが、なるべく協力をすると言うてるところ

については、先ほど説明にもあったように、用地買収に向けて調整して

いただいているということなんで、その点、国のほうにも、早く進めて

いただけるように、町のほうからもちょっと要望していただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 

 他にございませんでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

次に、（５）「ソーラーシステム等の設置に関する基準」について、

理事者の報告を求めます。 井上都市整備課長。 
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それでは、各課報告事項（５）のソーラーシステム等の設置に関する

基準につきまして、ご説明させていただきます。 

資料番号８のソーラーシステム等の設置に関する基準についてという

標題の資料をご覧いただけますでしょうか。 

本基準は、本年４月１日から施行いたしております斑鳩町風致地区条

例に基づく許可の審査指針の中で、ソーラーシステム等の設置に対する

許可の審査基準といたしまして定めたものでございます。 

これまで、奈良県が許可を行っていた際のソーラーシステム等の設置

に関する許可基準につきましては、法隆寺及び法隆寺周辺地域、主に古

都保存法に基づく歴史的風土保存特別保存地区や歴史的風土保存区域に

合わせて指定されている区域となっておりましたが、こうした地域につ

いては、日本瓦葺きで整えられた屋根並みの保全を図っていくため、平

面的で光沢のあるソーラーパネルの表面と、波形の形状が特徴的な日本

瓦との調和を図ることが難しいという観点から、ソーラーシステムの設

置は認められておりませんでした。 

こうした中でありましたが、一昨年の東日本大震災の発生以降、太陽

光発電など自然再生エネルギーに対する関心の高まりや、近年、メーカ

ー側におきましても、薄型で、色彩や形態につきましても、景観に配慮

したソーラーパネルの開発が進められているといった状況等もございま

して、かねてから奈良県及び風致地区を有する県内の各市町村から構成

する連絡会議などを通じて議論を重ねるとともに、斑鳩町景観審議会に

おいても審議をいただき、本町における新たな基準として定めたもので

ございます。 

それでは、基準の概要についてでありますが、資料の表紙を１枚めく

っていただきたいと思います。 

本基準は、従来どおり設置できない区域、従来、設置できなかったが、

新たな設置基準を付加したうえで設置を可能とする区域、従来の設置基

準により設置が可能な区域の３つの区域に区分する形で定めたものでご

ざいます。 

それぞれの区域につきましては、審査指針におきまして、地域の特性
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に応じて、風致地区を７つのゾーン区分に即して定めております。 

各ゾーンの区域につきましては、本資料の最後のページになりますけ

れども、Ａ３の地図の資料を添付させていただいておりますので、ご覧

をいただきたいというふうに思います。 

まず、この図に示されておりますゾーン１の区域におきましては、従

来どおり、ソーラーシステム等の設置を認めないことといたしておりま

す。 

ゾーン１の区域につきましては、ゾーン指定図のオレンジ色で着色し

た区域となりますが、第１種風致地区及び歴史的風土特別保存地区に指

定されております法隆寺の境内地及び法隆寺の裏山の区域となります。 

次に、第２の基準となりますが、ゾーン区分ごとの建築物等の形態及

び意匠に関する基準に基づき、原則、屋根材を日本瓦に限定しておりま

すゾーン２、ゾーン３、ゾーン５及びゾーン６の区域につきまして、ソ

ーラーシステムの表面積が大きい物が設置された場合、屋根面が完全に

隠れてしまいますが、表面積が小さい物であれば、その影響は限定的で

あるという考え方に基づき、基準を定めさせていただきました。 

具体的な基準につきましては、（１）から（５）にございますように 

色彩、設置場所、設置方法という従来から設けておりました設置基準に、

新たに設置面積、設置容量に関する基準を加え、これらの合計５項目の

基準をすべて満たしたものにつきましては、設置を認めることといたし

ております。 

なお、（２）の設置容量に関しましては、太陽電池容量の合計が５．

５ｋｗ以下であることという基準につきましては、１世帯当たりの平均

年間総消費電力量に基づき、５．５ｋｗのシステムの設置をすれば、そ

の家庭の電力をこのシステムでまかなえるという指標により、基準を定

めております。 

恐れ入ります。次の、裏側の２ページ目となりますが、ゾーン４及び

ゾーン７の区域内につきましては、カラーベストなど屋根材の使用も認

められております区域となりまして、先ほどご説明させていただきまし

た５項目のうち、色彩と設置方法、この２項目の基準を満たした物につ
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いて、設置を認めることといたしております。 

以上、各課報告事項の５番の、ソーラーシステム等の設置に関する基

準につきましてのご説明とさせていただきますので、よろしくお願いを

申しあげます。 

    

報告が終わりましたので、質疑等あればお受けをいたします。 

中川委員。 

 

 このゾーン１では、ソーラーシステムを設置することはできないとい

うことなんですが、今の現時点で設置されているおうちはないというこ

とでいいんですか。 

 

 ゾーン１につきましては、法隆寺の境内地がほとんどということでご

ざいます。裏山とかもありますが、そこについては設置をされておられ

ないと。 

 

 他にございませんでしょうか。 木澤委員。 

 

 これまで風致地区内で設置できなかった部分を、権限移譲に伴って町

民さんの声に応えてこういうふうに基準を設置して、付けれるというふ

うに基準を設けていただいたことについては、評価をさせていただきた

いと思います。これ、周知について、補助金の制度なんかはすでに広報

で周知していただいていると思いますけども、新たにこのエリアがこう

なっていますよとか、この辺の周知についてはどう考えておられますで

しょうか。 

 

 ソーラーシステムの基準についての周知ということだと思いますけど

も、基準につきましては、現在、町のホームページに掲載をさせていた

だいております。また、町のソーラーシステムの補助制度がありますん

で、その補助制度に関するチラシを今後各戸配布をされるという予定に
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なっておりまして、その中で風致地区内のそういった許可の手続きに関

する記事を掲載することにより、更なる周知をはかってまいりたいとい

うふうに考えております。 

 

 各戸配布していただけるということですので、より多くの住民の皆さ

んに補助制度ですね、利用していただけるようにお願いしたいのと、基

準はこういうふうに作っていただきましたけども、実際に設置していく

にあたって、いろんな声があがってくると思いますんで、必要に応じて、

対応していける点についてはですね、対応をはかっていくべきかなとい

うふうに思いますんで、だからこの設置した基準が今後適用するにあた

って妥当なものかどうかという点も、住民の皆さんの声を聞きながら検

討していただきたいというふうに思いますんで、お願いしておきます。 

 

 他にございませんでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

ないようですので、他に、理事者のほうから何か報告をしておくこと

はありませんでしょうか。 川端建設課長 

 

それでは、一点、建設課のほうからご報告を申しあげます。 

斑鳩町龍田西２丁目 チサンマンションⅡ番館前の町道５４８号線

で、小学６年生の児童の方がけがをされたことについて、ご報告申しあ

げます。 

 ４月２７日午後４時頃、当該マンション前の水路にかかっているグレ

ーチング蓋とコンクリート蓋の隙間に、サンダルのつま先が入り転倒し

て、足をけがをしたという事故でありました。けがをされた方は小学６

年生の女子児童でございました。現在治療をされているところでありま

す。 

 このけがをされた事案につきましては、現在、全国町村会総合賠償保



 - 31 - 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

中川委員 

 

 

 

 

 

建設課長 

 

 

 

 

 

 

中川委員 

 

 

 

建設課長 

 

 

 

険事故報告をしております。けがをされた保護者との協議につきまして

は、顧問弁護士及び保険会社と協議しながら調整しているところでござ

います。 

なお、損害賠償等が決定なりましたら、地方自治法１８０条第１項の

規定により専決処分をさせていただきたいと考えております。以上です。 

  

 ただいま報告を受けました件につきまして、何かあればお受けいたし

ます。 中川委員。 

 

 グレーチングとコンクリート蓋の間に、水が流れ込むように切り込ん

である穴っていうんかな、そこへサンダル引っ掛けて転倒されてけがし

たということなんやけど。それってほんならずっとそういう可能性残り

ますやんか、どんな道路でも。そんなとこはどないか改良していくの、

もうそのままやっぱりけがされたらずっと補償していくの。 

 

 今回、子どもさんが、要はグレーチング蓋とコンクリートの隙間、あ

る程度遊びっていうのは作っておりますけど、ちょっと幅が広なってる

という状況でした。それでもその幅がそんなに大きくないという状況で

したが、今後交渉の中で、それが論点になっていくと思います。また今

後、顧問弁護士と相談いたしまして、補償についての考え方を整理して

いくという形になると思います。 

 

 ちょっと状況、私、勘違いしてるねんけど、ほんならコンクリート蓋

とグレーチングの間がちょっとすいてたと。そこは、グレーチングをそ

のセンチで切ってそこへはめるということできるのと違うかな。 

 

 その事故現場、事故というかそういうけがされた場所については、現

在調整をして、幅を戻していく形で今しているとこですねんけど、あま

り幅がそんなにわあっと目に見えているような状態ではなかったんで、

パトロールで見つからなかったと思いますねんけど、今後こういうこと
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が起こりますんで、パトロールの方法等も検討、場所等も調べて、今後

どういうふうに整理するか考えていきたいと思います。 

 

 小野委員。 

 

 もうちょっと状況わからないので、あれやねんけど。それはその子ど

もらが遊んでてなのか、通学とかでその道を通ってたとか、そういう状

況もちょっと教えてほしいねんけどね。まあね、コンクリートがやせた

り、グレーチングがやせたりすることないやろうし、施工時できちっと

詰めるものやと思うけどね。それらについては施工時でグレーチングの

ところはやっぱりコンクリのところときちっと詰まってて当たり前の話

やけど、なぜそんだけの隙間があくのか。それはまあ老朽化してってい

うように、あいてくるというのは考えられないと思う。課長は、前もっ

てパトロールでも見つからなかったとか。そんなん見つけるはずない。

そんなところはね、見つからないんですよ。だから施工時にそんなんす

いている可能性、動いて、あるのか、そこらはどない考えてはるのかな。

場所というのか。 

 

 この場所は、チサンマンションが建築した時の施工で、かなり時間が

経ちますねんけど、引き渡し受けた時の状況と、今はちょっと変わった

というのは、その施工どこまで施工できていたかというのは、ちょっと

確認できませんねんけども、今回行った時には３ｃｍから４ｃｍすいて

いたという状況でございます。 

 

 それなんですよね。町が移管を受けた段階では、そういうことも細か

くチェックせないかん。だから、もう１つ最初に質問させてもらったよ

うに、その小学６年の子が、普通に歩いていたらつまづかないんじゃな

いかな。私は、遊んでてふざけたんかなということも気になっているん

やけども、それらははっきりとしていくんやろうと思うけどね。今ちょ

っとこっちの方から３ｃｍぐらいどうのこうのとか言っているけども、
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そんなとこはたくさんあると思うんですよ、段差できたるのはね。やは

りグレーチングそのものより、結局側溝が下がっていったりしよる可能

性があるからね。がたを踏むという言葉、適当やないんかな、がたを踏

むっていったらだいたいわかるんやけどね。そういうとこは、やはり補

修していかなしゃあないんかなと。結局チサンマンションから移管を受

けた段階で、町道管理、管理者責任いうのを問われているわけやし、受

けた段階では完全なものを受けたものにしていかなければいけないし、

受けたからにはそういう事故が起こらないように、しっかりと見回りを

しなければいけないんやと思うけどね。それでそのあとの補修をどうす

るかということもなってくるし、そういうところどのように対処したら

いいのか、そういうことも考えておられるんかなと思うねんけど、その

点はどうなんですかね。弁護士との調停ですか、今、調停をしようとし

ているんですかね、その補償についての話し合いっていうのか、弁護士

を入れての話し合いをしておられるんかなと思うけど。その後どうする

んかということもやっぱり大事なことやと思いますんで、しっかり考え

ていってもらいたいねんけど、その現場の状況とか、それらもちろん掴

んでおられると思うんですよ。その後、どうして再発を防止するんか、

それもやはりこの委員会でも出してもらいたいなと、そのように思うん

やけど。それらについては今のところ何もやってないということですか。 

 

 藤川都市建設部長。 

 

 ただいまご指摘いただいておりますように、３ｃｍ、４ｃｍの隙間で

あったりっていうのはですね、この町内にも古い構造物もたくさんござ

いますので、１００％それをなくすということは現実的ではないかと思

います。今回もこの事故につきましては、小学６年生の女児ということ

で、なかなか大人でございませんので、ちょっとそういった注意とかで

すね、先ほど質問者ご指摘のようにですね、遊んでいる中とか等であれ

ば、なかなか注意もできなかった部分もあるかもわかりません。そうい

った部分につきましては、これから示談交渉の中でですね、確認をしな
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がらやっていきたいと思いますが、先ほど来ご指摘いただいております

ような小さな隙間につきましては、冒頭申しあげましたように、１００％

対処するというのはなかなか難しいところでございますが、今後、道路

パトロール等点検につきましてもですね、そういったところをできるだ

け注意深く点検をして回っていくということで、若干これまでよりも、

時間をかけながらでもですね、注意しながら点検をし、そういった部分

が見つかりましたら、できるだけ早急に対処をしていくという対策をと

っていきたいと考えております。 

 

 他にございませんでしょうか。 

 

（ な  し ） 

 

以上、各課報告事項について終わります。 

続いて、４．その他について、各委員より質疑、ご意見等があればお

受けをいたします。ございませんか。 小野委員。 

  

 以前の、前回の３月１４日ですかね、私が住まいしている自治会の中

での、大阪ガスが今、管を入れているんですが、その舗装復旧について、

業者が決まればということで、現場もうほとんど終わっているんじゃな

いかなと思ってるんですがね、大阪ガスの舗装業者が決まって、今の状

況、どういうことで話をされて、どういう復旧工事をしようとされてい

るのか、その進捗状況を教えてもらいたいんですけどね。もうぱあっと

工事かかられて、すっと逃げて帰られたら、私らは指をくわえて見てお

るだけなんですが、どのように話をしておられるのか、ちょっと教えて

もらいたいなと思います。 

 

 川端建設課長。 

 

 ガス工事後の舗装復旧でありますねんけど、大阪ガスとの協議は一応
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しておりますが、この業者につきましては、工事は７月、８月にかけて

最終行うという予定と聞いております。業者については、詳細まだ報告

もらっておりませんので、まだ具体的な協議は進めておりませんけど、

その復旧につきましては、元どおりといったらおかしいんですけど、そ

ういう全面復旧の形で進めていきたいというふうに聞いております。大

阪ガスとは事前に連絡等はとっておりますねんけど、舗装に関しては、

業者との打ち合わせは、まだ具体的には行っておりません。 

 

 大阪ガスが施工しているんですね、施主ですねん。町道を占用して今

工事をやっとる。その舗装業者が決まらないからと、この前も答弁あっ

てんけどね、別に施工業者と話をするんじゃないんです。その舗装の施

工業者は大阪ガスから発注受けてやる業者ですから。だから大阪ガスと

どこまでのことで書類的にもどれぐらいのこと。私が一番心配している

のは、街区基準点とか、それらは今後もやっぱり必要やからね。法的に

ちゅうか制度的に、補助点、それは別にいいんだという考え方はやはり

改めていかなあかんやろうと。当然それは残していこうということは、

前々からこの委員会でも言ってるし、一般質問でも言ってるからね、で

きるだけ残そうと、舗装なんかでもね。そうすることが、やはり補助点

であってもあれは財産ですよ、１つのね。だから今後そこらを測量する

ときには費用もかかってくるから、それは簡単に飛ばさんように、飛ば

したらいかんということ、それでそういう答弁ももらってるんです、で

きるだけ残していくと。だからあえてそういうことを言ってるしね。だ

からはっきり言って、これは私事っておかしいと思うんですよ。私とこ

の、３年ほど前かね、きちっと隣接者と立会いの上で打ってある鋲を、

完全に飛ばしとるんですよ。復旧する様子も何もないんですよ。私言お

うかなと思ってるねんけどもね、ここに前、鋲あったやろうということ

をね。そんなん完全に飛ばしてもうて仮舗装してある。だから、大阪ガ

スがそれらのことについて、町から、復旧するについは、町内にある街

区基準点も、そういう補助点も含めて、境界については慎重にやってく

れということを、向こうが理解しているかということが不安ですねん。
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だから、そんな鋲は何か分からんでぽおんと飛ばしてるんやと思うねん

けどね。そんなもん大きな鋲打ってあるところ飛ばしてもうて、あと管

入れて、それは引き込み管やけどもね、飛ばしてしもて知らん顔してる

からね。だからそれらのことを大阪ガスにしっかりと認識させとかなあ

かんと思うね。どういうあれしてるんかな。どんだけ話してんねん。そ

ういう現地にあるそういう鋲とか、境界について、どんだけの注意を払

って施工しているのかというのはものすごく疑問やから、あえてまた言

うてるんやけど、どうなんですか。 

 

 川端建設課長。 

 

 街区基準点、また補助点につきましては、こちらのほうで全部、町が

確認し、大阪ガス等に来てもらって、大阪ガスにも確認してもらってま

す。最終的にはそれは残す形で全部整備するように指示をしております

し、大阪ガスもそれに向けて調整するということで確認をもらっており

ます。 

 

 施工業者の担当の者には、私は直接話ができるような状態なんやけど、

あえて言わないからね。大阪ガスにそれ言うてください。民民のそうい

う境界をとばしたままほったらかしにしてある。だからそういう苦情が

あるということを、大阪ガスに言うてください。そしてそれはどこや言

うたら、私の名前言ってください。向こうの担当の中井か、エンジニア

は、すぐ飛んで来よると思うけどね。もう直接中井の担当の者に言うて

も、大阪ガス自体がどんだけの認識持っとるかは疑問やから、大阪ガス

に直接言うてください。そういう地元からの苦情もあるということでね、

言うてください。それだけです。 

 

 他にございませんでしょうか。 

 

   （ な  し ） 
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 ないようですので、その他についてはこれをもって終わります。 

以上をもちまして、本日の審査案件についてはすべて終了いたしました。 

なお、本日の委員会報告のまとめについては、正副委員長にご一任い

ただきたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

 

   （ 異議なし ） 

 

ありがとうございます。 

 それでは、閉会にあたり、副町長の挨拶をお受けいたします。 

池田副町長。 

 

   （ 副町長挨拶 ） 

 

 これをもって、建設水道常任委員会を閉会といたします。 

大変ご苦労さまでございました。 

 

 

               （ 午前１０時２７分 閉会 ） 

 


